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わが国におけるインターネット利用量の急拡大
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CAGR = 16.6%

CAGR = 33.5%
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ネットワーク中立性1.0
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需要管理

ネットワーク容量の拡大

短期的解決策

長期的解決策

• ビジネスや技術の前提条件が急速に変
化する下で、効率的かつ公正な需要管
理をどのように実現すればよいのか？

• 最適な容量をどのように決定するのか？
• 必要な投資資金をどこに求めるのか？

需要急拡大に起因する
トラフィック混雑の制御

垂直統合を通じた市場支配力強化

通信市場における支配的事業者の
行動をどのように規律付けるか？

ISP

固定ネットワーク事業者

自然独占

独特な事業慣行

独占レバレッジ行使の抑制

OTT事業者
(コンテンツ・アプリ事業者）

隣接市場へのレバレッジ行使

• 資源配分効率性への影響は？
• 競争制限的行為をどのように定義し、
抑制するのか？

• ブロードバンド市場の支配的事業者の
行為をどのように規律するのか？

高い
参入障壁

低い
参入障壁

一般利用者
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ネットワーク中立性1.0への対処
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接続規制
支配的事業者に対する非対称規制

NTT法• 電気通信事業法の消費者保護ルールに関す
るガイドライン

• インターネットのサービス品質計測

• 電気通信事業者における大量通信等への対
処と通信の秘密に関するガイドライン

• 帯域制御の運用基準に関するガイドライン

共同規制への志向

競争条件の維持・改善
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環境変化
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出典: https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/thumb/9/9e/Wifi.svg/2000px-Wifi.svg.png, http://iphone-mania.jp/news-60099/



ブロードバンド産業構造の変転

7

第三世代携帯電話導入前

固定ブロードバンド

ホールセール
事業者

独立系
プロバイダ
（ISP)

NTT東西

現在

固定ブロードバンドモバイル
ブロードバンド

モバイル事業者
（垂直統合型ISP）

ISPMVNO

サービス
競争
事業者

設備競争事業者

ISP ISP

サービス
競争
事業者

設備競争事業者NTT東西

ISP

近未来

固定ブロードバンド

モバイルブロードバンド

モバイル事業者
（垂直・水平統合型）

MVNO

設備競争事業者NTT東西

サービス
競争
事業者

物理的
回線設備

ブロードバンド
アクセス

（bit stream）

インターネット
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固定ブロードバンド市場とモバイルブロードバンド市場の違い

T. JITSUZUMI@D4 IP Meeting 2016 (Dec. 2, 2016 / Tokyo, Japan)～見抜く力を！～ 8

固定ネットワーク市場
における支配的事業者
（第一種指定電気通信設備を
設置する電気通信事業者）

NTT東西

モバイルネットワーク市場
における支配的事業者

（第二種指定電気通信設備を設置
する電気通信事業者）

NTTドコモ、KDDI、
ソフトバンク

社内のISP部門
競合系列

ISP
独立系ISP

系列
ISP

固定ブロードバンド モバイルブロードバンド

競合系列ISP
独立系ISP

競合事業者

KDDI
ソフトバンク

CATV

社内のISP
部門



日本型アプローチの限界

99

ISP市場の競争性に依
存した旧来のアプロー
チでは、トラフィック
混雑問題の効率的な解
決を見込むことができ

ない。

ブロードバンド利用の
モバイル化

モバイル事業者に対する
緩やかな非対称規制

NTT東西による光卸
（光コラボレーション）

NTTドコモを軸とした
ブロードバンド市場支配

FTTH市場における
NTT東西の圧倒的シェア
（2015年3月現在 78.3%）

NTTグループ KDDIグループ ソフトバンク
グループ

0% 25% 50% 75% 100%

固定ISP

モバイルISP
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MVNOによるゼロレーティング
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通信の秘密（電気通信事業法第4条関連）
• DPIの利用はどの程度までであれば利用者利益の保護の
観点から許容されるか？

• 利用者の許諾についてはオプトインが必要か？オ
プトアウトで十分か？

不当差別への懸念（電気通信事業法第6条関連）
• MVNOの行うゼロレーティングは日本における「ネッ
トワーク中立性」の概念と整合的か？

• MVNOとMNOは固定事業者と同じ責任を負うか？
• 市場の競争性の程度はネットワーク中立性原則の
適用に差をもたらすか？

• OTT事業者育成という産業政策への影響についてはど
のように考慮すべきか？

関連する論点



ネットワーク中立性 2.0
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短期的解決策としての
需要管理

長期的解決策としての
ネットワーク容量拡大

トラフィック混雑の制御

• DPIの利用と通信の秘密を両立させるた
めにはどのような方法があるのか？

• DPIの利用が表現の自由を損なわないた
めにはどういった措置が必要か？

一般利用者の利益保護

隣接市場へのレバレッジ行使

• 資源配分効率性への影響は？
• 競争制限的行為をどのように定義し、
抑制するのか？

• ブロードバンド市場の支配的事業者の
行為をどのように規律するのか？

独占レバレッジ行使の抑制

一般利用者

OTT事業者
(コンテンツ・アプリ事業者）

固定事業者
モバイル
事業者

ISP

独特な
事業慣行

アクセス市場における市場支
配力発揮によるコントロール

• ゼロレーティングはどこまで許されるか？
• アクセス市場の支配はOTT市場や著作権
市場にどのような影響をもたらすか？

DPIの利用に伴う論点

高いス
イッチン
グコスト

イノベーションの創造

• 実現される制度的枠組みはブロードバンドエ
コシステムの活性化をもたらすのか？

垂直統合型
ネットワーク
事業者

高い
参入障壁
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ブロードバンドエコシステムと政策課題
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• 公益事業規制
• 電気通信網に関する相互接続規律
• 支配的事業者に対する非対称規制

• 支配的事業者に関する事業領域規制

• ネットワーク中立性

• AS間の相互接続規律

• 表現の自由と編集権の調整

• 表現の自由
• 表現者育成

ネットワーク事業者

配信プラットフォーム
（OTTプラットフォーム事業者）

プロバイダ（ISP）

コンテンツ・アプリ事業者
（OTTコンテンツ事業者）

OTTレイヤ

ネットワークレイヤ

• コンテンツ中立性・検索中立性

競争政策
ネットワークセキュリティ

OTT事業者を対象とした
産業政策
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